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道路事業（補助73･82）
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道路事業（用地買収）

●事業協力者選定

●参加組合員選定

●特定業務代行者選定
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▲2項道路廃止

池袋本町三丁目20･21番南地区防災街区整備事業組合

■事業概要

事業名称 池袋本町三丁目20･21番南地区防災街区整備事業

施 行 者 池袋本町三丁目20･21番南地区防災街区整備事業組合

所 在 地 東京都豊島区池袋本町三丁目20･21番地内

区域面積 約0.2ha（約1,554㎡）

権利者数 総数 25名（土地所有者 8名、借地権者 17名）

総事業費 約25億円

池袋本町三丁目20･21番南地区防災街区整備事業組合
〒170-0011 東京都豊島区池袋本町四丁目16番6号

   【事務局：株式会社ＧＭＫ】

             〒108-0071 東京都港区白金台五丁目5番16号
        ＴＥＬ：03-5422-8940 ＦＡＸ：03-5422-8941

■事業の経緯

池袋本町三丁目20･21番南地区防災街区整備事業池袋本町三丁目20･21番南地区防災街区整備事業

竣工写真/令和5年2月撮影

■事業関係者

<共同建替え勉強会>

<マンション見学会>

池袋本町三丁目20･21番南地区 防災街区整備事業

2023年4月作成

<事業組合設立総会>

○2015年     1月 都市計画道路補助第73･82号線事業認可

○2017年      6月～ 共同化意向確認（発起活動）

（平成29年）    9月～ 共同建替え勉強会（計４回：平成30年1月まで）

○2018年     5月 池袋本町三丁目20･21番地区まちづくり協議会 発足

（平成30年）  11月 池袋本町三丁目20･21番地区防災街区整備事業準備組合 設立

○2020年 1月  都市計画決定

（令和2年）   （防災街区整備事業・特定防災街区整備地区の決定）

 7月 池袋本町三丁目20･21番南地区防災街区整備事業組合 設立

 12月  権利変換計画認可

○2021年  7月 防災施設建築物新築工事着工

（令和3年）

○2023年  1月 工事竣工

（令和4年度） 9月 組合解散認可

（予定）

（平成27年）

（平成29年）

（平成30年）

（令和2年）

（令和3年）

（令和5年）

：共有者含む

 事業ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ

 資金計画・権利変換計画  ㈱ＧＭＫ

 設計・工事監理

 参加組合員  ㈱ワールドレジデンシャル

 工事施工  山田建設㈱

 鑑　　定  ㈱鈴木綜合鑑定

 測　　量  ㈱日野

 補　　償  ㈱響和

 地盤調査  中央開発㈱

 税務・会計  ＩＳﾊﾟｰﾄﾅｰｽﾞ会計事務所

 登　　記  小川登記総合事務所ｸﾞﾙｰﾌﾟ

<竣工式>



　

共同化建物

道路事業

用地買収
（補償金）

代替資産取得

及び増床

共同化事業

<権利変換>

<優先分譲>

② 周辺木密地域からの住み替え

① 道路整備と連携した共同化事業

（共同化による居住の継続、道路事業に伴う移転先の受け皿づくり）

③ 跡地活用による地域整備への波及

（小規模共同建替え、公園等の整備）

<優先分譲>

道路権利者に対する

周辺居住者に対する

先行販売

先行販売

防災公共施設
（防災都市計画施設）

防災施設建築物の整備

壁面後退による歩行者空間の整備

補助第82号線と一体となった

延焼遮断帯の形成

広場の整備

 敷地面積  約1,302㎡

 延床面積  約5,529㎡

 階数  地上7階建て

 高さ  21.54ｍ（限度22ｍ）

 構造  鉄筋コンクリート造

 計画容積率  約358％（限度392％）

 施設用途  住宅（88戸）

【池袋本町地区の課題】

○木造密集地域

・細街路が多く、木造建物等が密集

・災害時の危険度が高い

○街路事業に伴う住民の転出、地域

（ｺﾐｭﾆﾃｨ）の分断

○高齢者世帯が多い 等

【本地区の課題】

○老朽木造建物が多く災害時に危険

○未接道で建替えができない

○権利関係が複雑で建物の更新が

進まない

○街路事業に伴う移転先の問題、

狭小 不整形残地の問題 等

＜地区現況・課題＞

＜豊島区＞
「不燃化特区」の整備推進

↓
●道路整備と一体的に

進めるまちづくり
●延焼遮断帯の形成●

＜東京都＞
「木密地域不燃化

10年プロジェクト」の推進
↓

●不燃化特区の指定 ●

●補助73･82号線の整備

＜木密改善に向けた取り組み＞

地域課題・地区課題への対応
<防災街区整備事業>

を活用したまちづくり

建物の不燃化・

耐震化

＜当地区の整備方針＞

延焼遮断帯の

形成

住宅整備

●住み続けることができる

まちづくり

道路事業に伴う

受け皿づくり(優先分譲）

●地域の防災性の強化

池袋本町三丁目20･21番南地区 防災街区整備事業

●補助第82号線整備と合わせた共同化により、敷地を集約､耐火建築物を整備することで、本地区の

課題解決を図りつつ、地域の防災性・住環境の向上を図るとともに、地域の住民が住み続けること

ができるまちづくりを実現することが、本地区に「防災街区整備事業」を導入する目的です。

●同時に、本地区の事業が補助第73号線・82号線沿道まちづくりの先導的役割を担い、他地区での

共同化・不燃化建替え促進する

等、延焼遮断帯形成、池袋本町

地区における｢燃えないまちづく

り｣への波及が期待できます。

■位置図 ■地区の現況と課題 ■道路事業と共同化事業の連携

■計画概要

■整備方針

●池袋本町地区は、ほぼ全域が木造住宅密集地域であり、防災面で課題を抱える地区です。 

●そうした中で本地区は、老朽木造住宅等が密集し災害時の安全性や生活環境等に課題を抱えながら、未接道で

建替えができない宅地があるなどの要因で建物の更新が進まず、また補助第82号線区域に掛かるため、移転先

の確保、狭小・不整形残地の発生等の課題を抱える地区です。

■区域図

●東京都と豊島区は、池袋本町地区において、補助第73・82号線沿道の延焼遮断帯形成をはじめ、防災性・

住環境の改善に向けた取り組みを進めています。

※防災施設建築物の概要

400%/80%、防火、3種高度

第一種住居地域

300%/60%、準防火、3種高度

第一種中高層住居専用地域

氷川神社

池袋本町三丁目

20 21

池袋本町三丁目

  ■地区の課題

【地区内全般の課題】

●老朽化した木造住宅が多い
●建物が密集し災害時の危険性が高い
●安全な避難路が確保できていない
●日照、通風を十分に確保できない 等

狭あい道路
（幅員約2.7m）

狭あい道路
（幅員約1.9m）

未接道のため建替えがで
きない建物

道路事業により、
移転先確保、不整形残地
の発生等が課題●

◆印：木造建物


